
資料３

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について
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築年数や利用状況等に着目した「起点施設」の選定

（仮称）モデル４地域における資産保有の最適化に向けた取組方針策定

① 起点施設のデータ分析等

② 市民参加の取組

モデル地域の選定

① 起点施設のデータ分析等により、「複合化等検討施設候補」と「利用向上施設候補」に分類
② 市民参加の取組により、「今後の取組の視点」を整理

適正配置パターンの検討 利用向上を目指した取組の方向性整理 利用団体等へのヒアリング

令和４年度

令和５・６年度

令和７年度

■モデル地域の取組概要

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

モデル地域での取組について（振り返り）

ワークショップ（実績）
期間︓R5.11月〜R6.11（2箇年）
回数︓４地域×５回 計20回
参加者︓延べ464名（４地域合計）
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モデル地域の成果と課題について

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

（成果）
■地域分析、起点施設の抽出、相手方施設の抽出、施設ごとの課題の度合いに応じた分類（複合
化等検討施設候補・利用向上施設候補）など、地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方の
作業モデルが整理できた。

■ワークショップの開催等により、多くの方の御意見を伺い、意見交換から見えてきたことを踏まえ、
「今後の取組の視点」を５つに整理できた。

R7.1月公表
「モデル4地域における資産保有の最適化に向けた取組の検討状況（中間報告）」より
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（課題）
■モデル４地域では、ノウハウの構築を含め、取組方針の策定までに３年（R5〜R7）の期間を要した。
■ワークショップにおいて、参加者に資産マネジメントについて理解してもらうことができた一方で、各地域で
２年間にわたり全５回を実施したことは、参加者の負担も大きかった。（参加者が減少し、２年目に
追加募集が必要となった）

モデル地域の成果と課題について

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

モデル地域での成果と課題を踏まえ、今後の取組の進め方を検討

【モデル４地域でのワークショップ概要】
令和５（2023）年11月から令和６（2024）年11月にかけてモデル４地域で各５回、合計20回実施① 実施時期等

無作為抽出によりモデル４地域にお住まいの満15歳以上の方、及び町内会関係者の方

第１回︓99名 第２回︓87名 第３回︓116名 第４回︓80名 第５回︓82名 合計︓464名 ※参加者数は４地域合計
② 参加者

③ 内容

「公共施設の未来体験
ゲーム（カワタン）」体験
会

地域の将来像・施設
の使い方を考える

身近な地域の将来像や将来
に向けて公共施設に必要な
機能の検討

第３回〜第４回の検討成果の
共有とワークショップ全体の振り
返り

第１回 第２回 第３回〜第４回 第５回
令和５年度 令和６年度

資産マネジメント第３期実施
方針の考え方を理解していた
だくため、「公共施設の未来体
験ゲーム（カワタン）」を実施

第２回で話し合ったモデル地域の
将来像等を踏まえ、その実現に向
けて起点施設にあったらいいなと思う
機能等についての意見交換を実施

モデル地域の特徴や課題等を
踏まえ、「どんな地域が魅力的
か」、「その地域の実現にはどの
ように施設を使えばよいか」に
ついて意見交換を実施

班ごとに行っていた検討成果を全体
に共有し、トークセッションを通じて
ワークショップ全体の振り返りを実施
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（ポイント）
・19地域全ての取組方針を策定した状態で「資産マネジメント第４期実施方針」の策定を行う
ため、残り15地域はR8〜R11で取組方針を策定する。

・令和４年度に19地域の仮設定とともに、モデル地域選定に際し、R2公共施設白書を基にし
た各地域の検討の優先順位（規模・老朽度・利用状況・施設のあり方等を基に分析）を
公表している。当該優先順位データの利用状況等を直近のR5公共施設白書データを基に
更新し、優先地域を再整理する。

・R8〜R11の４年間で15地域の取組方針を策定するため、地域を２グループに分け、２年
ごとに検討を行う。

・市民参加の取組として、15地域におけるワークショップの開催を前提とし、作業期間、地域
数、開催回数、参加者負担等を踏まえ、効果的・効率的な実施方法を検討する。

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

今後の取組の進め方検討について
■以下のポイントを踏まえて進め方を整理する。
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検討地域の整理（区別色分け）
■市内19地域（仮設定）のうち、モデル４地域を除く15地域について検討を行う。

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

カラー ︓R8〜R11検討対象地域
グレー ︓終了地域（モデル地域）
地域図の配色

（モデル地域）

（モデル地域）

（モデル地域）

（モデル地域）

１９地域

①はるひ野・白鳥

②金程・西生田・長沢

③柿生・麻生・王禅寺中央
※モデル地域

④菅・南菅・中野島

⑤生田・南生田

⑥菅生・犬蔵・平

⑦枡形・稲田

⑧向丘・宮前平

⑨有馬・宮崎・野川

⑩西高津・高津・東高津
※モデル地域

⑪橘・東橘

⑫宮内・西中原

⑬中原・玉川

⑭住吉・井田・今井

⑮南加瀬・日吉・塚越

⑯平間・御幸・南河原
※モデル地域

⑰川崎・渡田・富士見
※モデル地域

⑱田島・京町・臨港・桜本

⑲川中島・南大師・大師
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（スケジュールイメージ）

（考え方）
・19地域全ての取組方針を策定した状態で「資産マネジメント第４期実施方針」の策定（R13）を行う。
・このため、残り15地域はR8〜R11で取組方針を策定する必要がある。
・R8〜R11の４年間で取組方針を策定するため、地域を２グループに分け、２年ごとに検討を行う。

2032以降203120302029202820272026202520242023

R14以降R13R12R11R10R9R8R7R6R5

資産マネジメント実施方針

モデル地域
４地域

モデル地域以外
15地域

第４期実施方針検討

取組方針検討 策定

策定

中間見直し 策定

第３期期間 第４期期間

ワークショップ〜 取組方針検討 取組推進

取組方針検討 策定

取組推進

取組推進

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

15地域の検討期間

スケジュールの整理
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優先地域の整理
■令和４年度に検討地域の優先順位（令和２年度版白書ベース）を公表している。
■利用状況を令和５年度白書ベースに更新し、優先順位を再整理。

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

川崎・幸・中原区
の優先度が高い

「2018〜2020」を「2022〜2023」の２箇年平均に更新

モデル地域を
除いた順位
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モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

地域図（優先順位入り）
優先地域の整理

グレー ︓終了地域（モデル地域）
カラー ︓R8〜R11検討対象地域

地域図の配色

（モデル地域）

（モデル地域）

（モデル地域）

（モデル地域）
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モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

①今後の検討地域のグループ分け
検討地域の優先順位を整理した結果、より優先度の高い地域を「川崎区」、「幸区」、「中原区」に
おいて確認できたことから、事務の効率化を考慮し、当該３区の６地域を優先して取組を進めること
とする。
⇒Ｒ８〜Ｒ９︓６地域（川崎区・幸区・中原区）※R6白書（R7.3.31時点データ）に基づき検討
⇒Ｒ10〜Ｒ11︓９地域（高津区・宮前区・多摩区・麻生区）※R8白書（R9.3.31時点データ）に基づき検討

②今後の取組スケジュール
R8〜R11の４年間で15地域の取組方針を策定するため、地域を２グループに分けるとともに、モデ
ル地域で構築した取組フローや作業モデルを踏まえ、検討の取組を効果的・効率的な２年ターンで
実施することとする。

③市民参加の取組の進め方
２年ごとの取組のうち、１年目はワークショップを実施し、２年目は区民祭等を活用したオープンハウ
ス型説明会を実施することとする。
事務の効率化及び参加者負担等を考慮し、全３回の設定において、同一区内の地域は同時開催
で実施することとする。
⇒ワークショップ︓各区×３回を実施（Ｒ8は計９回、R10は計12回を想定）

今後の取組の進め方について（案）
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①今後の検討地域のグループ分け

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

モデル４地域 ６地域（川崎区・幸区・中原区） ９地域（高津区・宮前区・多摩区・麻生区）

Ｒ5〜Ｒ7 Ｒ８・Ｒ９ Ｒ10・Ｒ11

（モデル地域）

（モデル地域）

（モデル地域）

（モデル地域）

■より優先度の高い地域を含む、「川崎区」、「幸区」、「中原区」の６地域を優先して取組を進める。
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2032以降2031203020292028202720262025
地域区

R14以降R13R12R11R10R9R8R7

田島・京町・臨港・桜本
川崎

川中島・南大師・大師

南加瀬・日吉・塚越幸

宮内・西中原

中原 中原・玉川

住吉・井田・今井

橘・東橘高津

菅生・犬蔵・平

宮前 向丘・宮前平

有馬・宮崎・野川

菅・南菅・中野島

多摩 生田・南生田

枡方・稲田

はるひ野・白鳥
麻生

金程・西生田・長沢

モデル４地域における取組方針

資産マネジメント実施方針

総合計画実施計画/
行財政改革プログラム

第４期実施方針検討

ワークショップ等
〜取組方針検討

取
組
方
針
策
定

ワークショップ等
〜取組方針検討

策定 取組推進

中間見直し 策定

第３期期間 第４期期間

②今後の取組スケジュール

取
組
方
針
策
定

第４期（R8〜R11）改定/策定

6地域（３区）

９地域（４区）

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

取組推進

取組推進

■検討の取組を効果的・効率的な２年ターンで実施する。

２箇年

２箇年
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R11R10R9R8
地域区

１〜３月10〜12月７〜９月４〜６月１〜３月10〜12月７〜９月４〜６月１〜３月10〜12月７〜９月４〜６月１〜３月10〜12月７〜９月４〜６月

田島・京町・臨港・桜本
／川中島・南大師・大師川崎

南加瀬・日吉・塚越幸

宮内・西中原／中原・
玉川／住吉・井田・今井中原

橘・東橘高津

菅生・犬蔵・平／向丘・宮
前平／有馬・宮崎・野川宮前

菅・南菅・中野島／生田・
南生田／枡方・稲田多摩

はるひ野・白鳥／
金程・西生田・長沢麻生

市民参加の取組

方
針
策
定

モデル地域以外の資産保有の最適化検討について

準備作業 ワークショップ
３区×３回

結果
まとめ

オープン
ハウス型
説明会

３区×１回

市民参加の取組

方
針
策
定

準備作業 ワークショップ
４区×３回

結果
まとめ

オープン
ハウス型
説明会

４区×１回

モデル４地域における市民参加の取組

③市民参加の取組の進め方
■１年目はワークショップを実施し、２年目は区民祭等を活用したオープンハウス型説明会を実施する。

13


